
（様式１）
平成３０年度 科研費等獲得インセンティブ経費 申請書
	申請者氏名
	
	所属（職名）
	

	課　題　名
	

	インセンティブ経費
申請額
	千円

	費目別内訳

	内訳
	金額
	備考

	（例）
物品費

旅費

謝金

印刷費

○○○○
	○,○○○円
○,○○○円

○,○○○円

○,○○○円

○,○○○円
	（例）
沖縄－東京（調査）
○，○○○円×○人×○回＝○○，○○○円

○，○○○円×○人×○回＝○○，○○○

	計
	○,○○○円
	

	平成３０年度科研費等申請状況

１．平成３０年度科研費等（応募要領表１に掲げる科研費等）への申請状況：
申請した　／　申請していない

２．１で「申請していない」場合は、その理由を下段に記載すること。

	

	インセンティブ経費の目的・計画

2年以内の科研費等（応募要領表１に掲げる科研費等）への申請に向けた、インセンティブ経費を使用する研究計画立案について記述すること。

	

	過去１０年間の外部資金採択実績

	

	過去１０年間の主要な研究論文・著作等（可能な限りインパクトファクターも記載すること。）

	

	２年以内に申請を予定する

科研費等（応募要領表１に掲げる科研費等）の名称
	金額（間接経費
含む総額）
	応募予定の時期

	
	円
	


科研費等獲得インセンティブ経費申請書作成要領
1． 課題名
・科研費等獲得インセンティブ経費採択年度終了後２年以内に申請する予定の科研費等（応募要領表１に掲げる科研費等）の課題名を記載する。
２. 平成３０年度科研費等（応募要領表１に掲げる科研費等）申請状況
　・平成３０年度科研費等（応募要領表１に掲げる科研費等）への申請状況について、申請した／申請していない、のいずれかに○をつけること。
３. インセンティブ経費の目的・計画
　・２年以内の科研費等（応募要領表１に掲げる科研費等）申請に向けた研究計画立案スケジュールなど
４. 費目別内訳
・費目毎の金額（税込）を使途目的に応じて（物品費）、（旅費）、（謝金等）、及び（その他）に区分して記載。
  なお、対象経費は、研究計画立案に係る費用で、研究集会・シンポジウム開催費、旅費（外国旅費を含む）、報告書印刷費、消耗品費等。
５．過去１０年間の外部資金採択実績
　・過去１０年以内の外部資金採択実績を記載。
　　（例）　H26-30　科研費基盤B　「・・・（タイトル）・・・」　13,400千円
６．過去１０年間の主要な研究論文・著作等
　・過去１０年以内の主要な研究論文や著作等をリストアップ。

　・研究論文については、括弧書きでインパクトファクターを記入すること。

７. 科研費等の名称
・２年以内に申請を予定する科研費等（応募要領表１に掲げる科研費等）の名称の欄には、「平成○○年度科研費　基盤A」等を記載する。

・金額の欄には研究計画調書の研究経費総計に、間接経費を加えた額を記載する。間接経費の比率は、科研費等（応募要領表１に掲げる科研費等）の公募要領等を確認すること。

８．申請書提出・問い合わせ先
総合企画戦略部 研究推進課 研究推進係　運天
TEL：8932　FAX：8185　e-mail：srpu@to.jim.u-ryukyu.ac.jp

注）報告書の提出後、実施状況を確認するためヒアリングを行う場合がありますので協力願います。





＜申請書提出・問い合わせ先＞


総合企画戦略部 研究推進課 研究推進係　池間


TEL：8932　FAX：8185


e-mail：srpu@to.jim.u-ryukyu.ac.jp





＜申請書提出・問い合わせ先＞


総合企画戦略部 研究推進課


研究推進係　池間


TEL：8932　FAX：8185


e-mail：srpu@to.jim.u-ryukyu.ac.jp








